
 

 

 

 

 

 

 

UserCmdTester Ver3.3 
For TC-AH4/TC-FC4/SD-CNT Ver3.3 on and after 

対応説明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<https://yorozukosiraeya.eek.jp> 



１：アプリケーション 

 アプリケーションを起動しますと下記の画面が表示されます。 

 このアプリケーションではＴＣ－ＡＨ４・ＦＣ４／ＳＤ－ＣＮＴに接続されたリ 

グをＴＣ－ＡＨ４・ＦＣ４／ＳＤ－ＣＮＴ経由でテストすること（ジャンパー設 

定でＵＭ設定動作にする必要あり）、直接パソコンにＵＳＢ等のＣＯＭポートで接

続されたリグをテストする事が可能です。リグの通信設定は「４８００ｂｐｓ」

に設定してください。 

 またＲＳ２３２Ｃでのポート接続でＩＣＯＭの場合はＣＩ－Ｖへの信号変換用に 

 「ＣＴ－１７」等が必要になります。（アドレスはリグ＝２４です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：コマンドマクロの説明 

 先頭から「送信文字列＜応答待機時間＞」のイメージです。応答の内容を記憶す 

 るステージでは「＋（記号）」で受信文字列の何文字目（インデックスなので先 

 頭は０です）から何文字を記憶します。その後の「＝（記号）」は受信文字列で 

 記憶の対象とする文字列の先頭部分を既定します。「PS;MD<5+2,1=MD>」はＰＳコ 

 マンドとＭＤコマンドを送信して受信文字列の先頭が「ＭＤ・・」の受信があっ 

 た場合その文字列の２文字目から１文字を記憶しておく（最後のモードを戻すス 

 テージで使用）の意味です。編集は外部エディター（メモ帳等）で記述していた 

 だいて拡張子「.mcr」で保存していただきアプリケーションで読み込みます。後 

 はＴＣ－ＡＨ４・ＦＣ４／ＳＤ－ＣＮＴ（リグに接続済み）にＷｉＦｉ接続、も 

 しくはリグとパソコンをＣＯＭポートで接続（ＵＳＢ接続の場合も仮想ＣＯＭポ 

 ートなら可能）してテストする事が可能です。下記は参考までＴＳ４８０での設 

 定で、最初の「ＰＳ；」はＴＳ４８０が接続時の通信ゴミ等で受信コマンドに「？」 

 を返してくるを防ぐためのダミーです。 

 （ＰＳで？を返して、その後のＭＤは正常に応答を返す） 



                     <<コマンドマクロの例>> 

      ＭＤ＜０５＋２、１＝ＭＤ＞ 

      ・・ＭＤコマンドで現在のモード要求 

                     応答待機（有無関係なく０．５秒） 

                     「ＭＤ」の文字列が先頭の応答あれば 

                     その受信文字列のインデックス２番目 

                     の文字から１文字をモード文字として 

                     記憶（最後のモード戻しで使用） 

                     待期時間は１～２０が設定可能です。 

                     書式は２桁で記述してください。 

 

 処理のできない部分があるリグ（参考：ケンウッドＴＳ６９０での出力変更は拡 

    張ボードＡＬＣ電圧で変更）ではその部分を「！５」等でパスすることが可能で 

    す。 

      左の場合では「出力の読出し」、「出力の変 

                     更」、「出力の戻し」の項目で「！Ｎ」を指 

                     示しています。この内容は「！」は処理を 

                     しない意味で、「Ｎ」は０～９で待機時間（０． 

                     １秒単位）を意味しています。 

                     ここでさらに送受信の制御ができない場合 

                     は左の「RM1;TX<02>」、「RX<02>」の部分を 

                     「！2」で置き換えて、送受信は拡張基板の 

                     リレー接点で制御（ＦＳＫでの送受信操作 

 もしくはモードをＣＷに設定してキーイングでのブレークイン機能をオンにして 

 おき接点をキーと並列の接続）などの方法で置き換えていっていただければかな 

 り古いリグでも動作可能かもしれません。その分手動での操作が増えるかもしれ 

 ませんが、ＡＬＣ等で出力を自動で制限することでチューナーの破損を防ぐこと 

 は可能になります。 



３：各処理の説明 

 ＊モード読込処理 

 リグの現在モードを読み出します。概ね八重洲無線さんもケンウッドさんも 

 「ＭＤ」のコマンドの様です。この処理ではリグの返信から現在のモード文字列 

 を記憶します。受信待機時間は返信に必要な時間を十分にとってください。 

 ＊モード変更処理 

 チューニング実行の為のキャリアを出力するＦＳＫのモードに切り替えます。 

 この際の返信があった場合も無視します。確実に変更されたかどうかは不明です 

 が、従来の動作でこの確認をしていますが、間違った変更が確認された現象はま 

 ずありませんでした。 

 ＊出力読込処理 

 変更したモードでの出力を読み出します。リグによってはすべてのモード・バン 

 ドでの共通設定の場合もあれば、個々のモード毎に設定できる場合もありますの 

 で、このタイミングで読み出しています。このコマンドも概ね「ＰＣ」の様です。 

 ＊出力変更処理 

 チューニングに最適な出力に変更します。ここも返信等で設定の出力になったか 

 どうかは確認していません。 

 ＊周波数読込 

 現在の周波数をここで記憶しておきます。読出しは「ＦＡ」「ＦＢ」等もあります 

 が、どのＶＦＯ使用の判断ができないので「ＩＦ」コマンドを利用しています。 

 周波数値は「○○．○○○ＫＨｚ」と液晶に表示するためにこの桁に合致する部 

 分を受信文字列のインデックス値と文字数（５文字）で指定します。 

 ＊送信開始 

 送信の実行コマンドを送信します。このコマンドも概ね「ＴＸ」の様ですが、そ 

 の後の添え数字が必要な機種、不要な機種等あります。また次のＳＷＲ値読出し 

 の為にケータ－設定等が必要な場合（読出し可能にしておくリグもあります）は 

 ここでコマンドを送信しておきます。 

 ＊ＳＷＲ読込処理 

 ＴＣ－ＡＨ４の場合ここでの処理はジャンパー設定でボタンモード（ＡＴＵ－１ 

 ００等）を設定して、チューニングの完了をリグのＳＷＲ値によって判断する場 

 合に実行されます（ＡＨ４モードの場合はここでの処理はパスされ接続されてい 

 るＫＥＹ信号での完了を待ちます）。ＴＣ－ＦＣ４の場合はＦＣ４０からの完了を 

 待ちますので、この項目は未処理になります。またＳＤ－ＣＮＴではエレメント 

 を上昇させながらＳＷＲ値を読込して、最低点を検出して停止します。 

 コマンドは概ね「ＲＭ」になります。応答はリグよって異なりますので、その応 

 答仕様にあわせてコマンドマクロを決めてください。 



 また手抜きにはなりますがボタンモードでＳＷＲの確認をしないで一定時間待機 

 して完了したはずとしてこの処理を終了することも可能です。この場合はここの 

 コマンドを「！Ｎ」で記述するで（Ｎは１～２００で０．１秒～２０秒）が定義 

 できます。＜！５０＞とすれば５秒でチューニングは完了しているはずの意味で 

 す。ここでの待機時間の処理もしくはＳＷＲ値での処理はＴＣ－ＡＨ４でのＡＨ 

 ４以外のアンテナチューナーで完了信号のない場合（アンテナ直下型等）に使用 

 します。ＳＤ－ＣＮＴでは必ず必要ですのでＳＷＲの読出しを実行させてくださ 

 い。またチューナーでＳＷＲ値が高くなった事を常時検出して自動でチューニン 

 グを開始する機器等の場合、高出力時のチューニングを避けるにはＴＣ－ＡＨ４ 

 の外部出力を利用して、この出力がＯＮ以外はチューナーのチューニング動作を 

 禁止するような回路を組んでいただければチューナ破損を回避できます。、 

 ＊送信終了 

 上記のＳＷＲ値低下安定もしくはＫＥＹ信号等のチューニング完了が確認できま 

 したら、この送信終了の処理を実行します。コマンドは「ＴＸ」に付加する数字 

 による場合や「ＲＸ」となる場合等いろいろなコマンド形態がありますので、そ 

 の仕様にあわせてください。 

 ＊出力復元 

 以上でチューニングが完了しましたら、先に読み出してあるこのＦＳＫモードで 

 の通常運用出力に戻します。コマンドは概ね「ＰＣ」となっています。コマンド 

 マクロで記述した送信文字列に先の出力読出しで記憶した文字列が自動的に付加 

 され送信されます。 

 ＊モード復元 

 最後にチューニング以前の運用モードに戻します。ここも概ねコマンドは「ＭＤ」 

 となっています。コマンドマクロに記述した送信文字列に先のモード読出しで記 

 憶した文字列が自動的に付加され送信されます。 

 

 以上がＴＣ－ＡＨ４・ＦＣ４／ＳＤ－ＣＮＴにおける自動チューニング一連の処 

 理内容になります。（ＳＤ－ＣＮＴではＳＷＲ読出し処理は必ず必要です。ＳＷＲ 

 読出し不可のリグの場合はタイマーモードでご利用ください） 

 また上記での説明は主にヤエス・ケンウッドでのアスキー通信で説明しています 

 が、ＩＣＯＭの場合はＣＩ－Ｖのコマンドになります。 

 

 各リグ毎への参考記述は同梱の「ＵｓｅｒＣｍｄ＿Ｙａｅｓｕ」、「ＵｓｅｒＣｍ 

 ｄ＿Ｋｅｎｗｏｏｄ」、「ＵｓｅｒＣｍｄ＿Ｉｃｏｍ」のフォルダーに収録してあ 

 ります。添付はＴＣ－ＡＨ４／ＴＣ－ＦＣ４用の「リグ名＋＿ｔｃ．ｔｘｔ」と 

 ＳＤ－ＣＮＴ用の「リグ名＋＿ｓｄ．ｔｘｔ」です。両者の違いは最後のＳＷＲ 



 パラメータ１・２の設定内容が違うだけで、リグへのコマンドは同じです。 

 ＴＣ―ＡＨ４・ＴＣ－ＦＣ４・ＳＤ－ＣＮＴの購入前テストに使用可能です。 

 

 コマンド、ＳＷＲパラメータ１・２に関しましての詳細は各種ユーザーコマンド 

 ファイルの説明を参照してください。 

 



４：機能説明 

 ［Controller］・・・ボタン（TC-AH4/TC-FC4/SD-CNT ユニットに接続の場合） 

 このボタンはボタン下の「ＩｐＡｄｄｒｅｓｓ」に各ユニットのＩｐアドレス 

 （ＡＰモードでは「１９２．１６８．４．１」、ＳＴモードではＷｉＦｉ＿Ｃｏｎ 

 ｆｉｇアプリケーションで設定したアドレス）、「ＰｏｒｔＮｏ」には各ユニット 

 のポート番号（ＡＰモードでは「３３３」、ＳＴモードではＷｉＦｉ＿Ｃｏｎｆｉ 

 ｇアプリケーションで設定したポート番号）を設定してください。 

 ボタンをクリックすることで接続を試みます。この際にＡＰモードでの場合はパ 

 ソコンのＷｉＦｉ接続で各ユニットのＳＳＩＤ「ＥＳＰ・・・・・」（個々のユニ 

 ットで異なるＳＳＩＤが定義されています）に接続しておく必要があります。 

 接続でのパスワードはありませんので、接続ボタンをクリックすればＯＫです。 

 

 

                        パソコンでのＳＳＩＤ接続 

                        ツールバーにあるネットワークの 

                        マークボタンをクリックして 

                        「ﾈｯﾄﾜｰｸ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽ」を開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［Test COM Port］・・・ボタン（リグを直接パソコンに接続の場合） 

 このボタンは下の「ＣｏｍＰｏｒｔ」設定からリグを接続したＣＯＭポート番号 

 を選択してクリックすることでそのＣＯＭポートに接続されます。 

 ［ファイル読出］・・・ボタン 

 コマンドマクロが記述されたファイルを読み出します。クリックすることでファ 

 イル選択ダイアログが開きますので、必要なファイル（拡張子ｔｘｔ）を選択し 

 て「開く」をクリックしてください。読み込まれる時にコマンドマクロ記述の書 

 式をチェックします。実行不可能な記述の場合エラーが発生し、エラー箇所で左 

 の読み込まれた内容表示が終わります。 

 選択ダイアログは次の画面です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エラーのある場合は 

 

                 ＜＜エラーメッセージ 

                   下記のエラー行で表示が終わります。 

                   「PC<20-4,4=140A>」で「＋」の文字が「－」で  

                   設定されています。(IC-705 用ファイル) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 正常に読み込めましたら下記の様に記述した内容が左下の「コマンドマクロ」の 

 部分に表示されます。最後の行のＳＷＲの判定パラメータ１・２と通信のターミ 

 ネータ（現在のところ八重洲無線さん、ケンウッドさんとも「；」）は画面中央右 

 部分の「ＰａｒａＳｗｒ１」、「ＰａｒａＳｗｒ２」、「ターミネート文字」に表示 

 されます。この読込ではＳＷＲ処理の部分は単純に時間待ち「！５０」に記述し 

 ています。読込が完了することでテストボタン「選択行実行」「連続実行」「Ｃｏ 

 ｎｔｒｏｌｌｅｒ書込」が有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この画面はホームページのブログでも紹介していますＦＴ－９９１での画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＦＴ－９９１にＡＰモードで接続した状態です。 



 ［選択行実行］・・・ボタン 

 このボタンはユーザーコマンドで表示されている行を選択することで、その行を 

 実行します。下記画面例では先頭の「ＭＤ０＜５＋３、１＝ＭＤ＞」を選択して 

 実行した場合を表示しています。右上の送信文字列に「ＭＤ０」、受信文字列に応 

 答のあった文字列（ＭＤを先頭とする文字列）の内容、モード記憶文字列に現在 

 のＵＳＢである文字「２」が表示されます。同様にして３行目の出力読込を選択 

 した場合は送信文字列に「ＰＣ」、受信文字列に「ＰＣ０５０」（５０Ｗだった場 

 合）、出力記憶文字列に「０５０」となります。 

 以下周波数読出・ＳＷＲ読出当も同じように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［連続実行］・・・ボタン 

 このボタンはコマンドマクロ枠で表示されている行を先頭から順に自動実行して 

 いきます。さきの「選択行実行」ですべてのコマンドマクロが正常に実行される 

 事が確認できましたら、このボタンで一連に実行して問題無いか確認してみてく 

 ださい。 

 ［Controller 書込］・・・ボタン 

 このボタンはＷｉＦｉで各ユニットに接続されている場合にユニットのＲＯＭに 

 ユーザーコマンドの書き込みを実行します。 

 書き込みが完了しましたら、ユニットをジャンパー設定でユーザーコマンド動作 

 にすることで、記述したユーザーコマンドでＴＣ－ＡＨ４／ＴＣ－ＦＣ４／ＳＤ 

 －ＣＮＴは動作します。 この際に各項目のリグ設定が正常にできたかどうかは 

 確認していませんので、誤動作発生の場合は手動操作でチューニング中止してい 

 ただきますようお願いいたします。 



５：操作手順 

 最初にＷｉＦｉで接続の場合は各ユニット（TC-AH4,TC-FC4,SD-CNT)のジャン 

 パー設定をユーザーコマンド設定にしていただいて電源投入してください。 

 注：ケンウッド・ヤエスのアスキー動作、ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖは設定が違います。 

 起動時液晶に「Ｕ．Ｃ Ｓｅｔ」と表示されます。またユニットにはリグを接続 

 しておく必要があります。リグ側通信設定は「４８００ｂｐｓ」になります。 

 またリグをパソコンにＵＳＢ等で直接接続していただく場合はウィンドウズでの 

 デバイスマネージャー等でそのＣＯＭポート番号を確認しておいてください。 

 この時のリグの通信設定も「４８００ｂｐｓ」に設定しておいてください。 

 ＩＣＯＭのリグではアドレスを「２４」に設定してください。 

 

 起動しましたら、「Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」もしくは「ＴｅｓｔＣｏｍＰｏｒｔ」 

 のボタンで通信接続します。 

 

 次に「ファイル読出」ボタンでリグに対して記述されたユーザーコマンドのファ 

 イルを開いて読み込みます。各ファイル（拡張子ｔｘｔ）はウィンドウズのメモ 

 帳等で編集してください。 

 

 後は確認したいコマンドマクロの項目を選択して「選択行実行」で確認、また「連 

 続実行」で一連の動作を確認してください。 

 

 確認が終わった状態でユニットにリグ接続でテストされている場合は「Ｃｏｎｔ 

 ｒｏｌｌｅｒ書込」でＴＣ－ＡＨ４にコマンドマクロを書き込んで作業は終了で 

 す。アプリケーションは確認・書き込みが終われば終了していただいてＯＫです。 

 通信の接続は終了時に切断します。 

 

 ユニットのジャンパー設定でユーザーコマンド動作（ケンウッド・ヤエスとＩＣ 

 ＯＭは設定が違います）に設定して自動チューニングをご利用いただけます。 

 



初版 V1.0 

2021.08.28    公開 

2021.09.04  Ver1.1 

       「！」の処理パス機能説明が抜けていたので追加 

       ＳＤ－ＣＮＴも共通なので「ＳＤ－ＣＮＴ」文字を追記 

       ユニット液晶画面表示「Ｕ．Ｍ」を「Ｕ．Ｃ」に変更 

       ユーザーコマンドファイルの拡張子を「ucm」に変更 

       （これに準じて付属の各リグでのコマンド説明も修正） 

2021.11.11    Ver3.1 

              ユーザーコマンドファイルの拡張子を「txt」に変更 

       （メモ帳等での編集の場合拡張子「txt」が適しているため） 

       TC-AH4/TC-FC4/SD-CNT の Ver3.1 に伴い ICOM(CI-V)サポート 

              各ユニット共通対応の意味でＶｅｒ番号を３．１とする 

2022.07.30    Ver3.3 

              BT-Adp（IC-705 接続用 Bluetooth ユニット）に合わせて 

       ユーザーコマンドにおける待機時間の設定を［１～９］を 

       ［１～２０］に変更（Bluetooth 初期通信時の遅延に対応） 


